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研究成果の概要（和文）：ボルネオの内陸諸民族の集落の多くは、河川沿いに位置している。主要河川の流域を上流か
ら下流まで見てみると、複数の民族が混在していることが分かる。そうした流域という空間単位が、「親族」や「民族
」という紐帯とは異なる社会的・地域的まとまりを形成する場となってきた。その一方で、流域を越える社会的ネット
ワークも形成されてきた。流域という限定された空間内においては、異民族間をつなぐ地域社会が形成されてきた一方
で、流域を越える広域の社会的ネットワークは、民族・親族の紐帯に強く依存りており、ボルネオ内陸における社会関
係は、その血縁的な遠近と空間的な伸縮が反比例する傾向にある。

研究成果の概要（英文）：Most of indigenous villages in inland Borneo are located along major rivers, 
where people with different ethnic identities are intermingled. The meso-scale spatial unit called "basin 
society" has been an arena for various family/ethnic groups to build a kind of region-based (riverine) 
community. On the other hand, we could find that some villages at a great distance have maintained social 
networks through their frequent move between different river systems over the mountain. Within a river 
system local-based community beyond ethnic/language differences, whereas trans-basin social networks are 
strongly dependent on kinship/ethnic relations. In order to understand the social composition in Borneo, 
it is necessary to examine both ethnic and regional communities in detail.

研究分野： 地理学
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１． 研究開始当初の背景 
  申請者はこれまで、マレーシア・サラワク
州（ボルネオ島）で継続的に調査を行い、特
にイバンやプナンといった民族集団に注目
しつつ、その移動性を政治経済的な観点から
考察してきた。しかし、特定の民族集団を扱
うことは、かならずしもサラワクあるいはボ
ルネオの諸社会の包括的把握につながらな
いという実感も持つようになった。 
ボルネオにおける従来の研究は民族集団

ごとの調査に限定されることが多く、民族間
関係に関する実質的な研究や、地域社会とい
う概念および実態の検討は限定的で、サラワ
クあるいはボルネオの諸コミュニティに関
しての、一般性・普遍性を意識した研究は皆
無に等しい。このような民族単位に分断され
た研究状況を打開するには、地域的なユニッ
トに注目した研究が必要である。 
本研究では、流域を単位とした社会構成の

あり方を描出する方法を提示することで、ボ
ルネオの社会、ひいては東单アジアの社会を
理解するためのひとつの視点を提供できる
と考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、河川環境に強く依存した

ボルネオ（マレーシア・サラワク州）におけ
る諸社会を「流域社会」と規定し、メソスケ
ールでの地域社会を描出することにある。こ
れは、従来のボルネオ研究に欠落していた空
間的概念を、主要な分析対象ユニットとして
設定することで、各民族ごとの研究に分断さ
れてきた状況を打開し、より包括的かつ実態
に近い形で社会変容を捉えるための方法論
的検討である。 
また、流域「内」における社会関係史を描

き出すだけでなく、流域と流域を結び付ける
人々のネットワーク形成のあり方を、マイグ
レーション・ヒストリーの観点から考察する。 
このように、特定流域内における他民族との
関係構築と、流域をまたいでつながり合う同
一民族間のネットワーク維持という、異なる
ベクトルの社会関係を比較することで、「間」
流域社会を捉える方法を提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ボルネオ（マレーシア・サラ

ワク州）において、代表的なバリエーション
を示していると思われるいくつかの主要河
川を対象に、そこに成立してきた「流域社会」
を事例として、主に歴史資料を利用しながら
社会変化を明らかにすると同時に、各流域内
の民族間関係の現状把握・解釈を目的とした
現地調査を実施する。それによって、植民地
化以降の流域社会の形成・変容プロセスの諸
類型を提示する。 
さらに、これらの異なる流域社会をまたい

で移動するアクターの存在にも注目し、その
マイグレーション・ヒストリーを聞き取り調
査によって収集することで、「間」流域社会

ネットワークの実態をも明らかにする。 
 
４．研究成果 
  ボルネオの内陸諸民族の集落の多くは、河
川沿いに位置している。主要河川の流域を上
流から下流まで見てみると、複数の民族が混
在していることが分かる。そうした流域とい
う空間単位が、「親族」や「民族」という紐
帯とは異なる社会的なまとまりを形成する
場となってきた。このような「流域」単位の
調査研究の必要性は指摘されてきたが、これ
まであまり行われていなかった。本研究では、
Kemena 川ほかのいくつかの河川において現
地調査を行うと同時に、歴史資料を渉猟する
ことによって、これらの点を実証的に検討し
た。その結果、以下のようなことが明らかに
なった。 
(1) 流域内の異なる民族間・集落間の間では、

古くから交易を中心とする交流・紐帯が
形成されてきた。そこには、林産物を採
集する狩猟採集民、林産物の採集とその
仲買の両方に携わる焼畑農耕民、狩猟採
集民や焼畑民から林産物を購入するマレ
ー人、ブルネイ人、華人など、多様なア
クターが存在してきた。 

(2) 異なる民族間をつなぐアイテムとして、
新林産物の交易以外に、土地（あるいは
土地占有の規模と形態）も挙げられる。
流域における土地占有権は、各民族・集
落の先住性と深く関係する。また、その
ことが、民族間の関係性を一定程度規定
しうる。それらが対立・戦乱を引き起こ
す場合もあれば、有力グループへの参加
（婚姻・養子縁組・合流・土地貸借等）
を通じて緩やかな統合・融合の方向に進
む場合もある。 

(3) 1980年代以降の木材伐採の進展や近年の
アブラヤシ・プランテーションの拡大と
いった外部要因に、流域住民が対応する
ことにより、流域社会の在り方も大きく
変容してきた。また、政治的色合いの濃
い大規模開発は、狩猟民の反対運動に対
して敏感に反応するため、人々の民族ア
イディンティティも対政府・対企業によ
って戦略的に変更・選択されることもあ
る。民族の可変性・可逆性に関する現代
的な事例とみなすことが可能である。 

(4) 一部の流域社会は、アブラヤシ・プラン
テーションの拡大に伴い、陸域へとシフ
トしつつあるが、それらは必ずしも河川
沿いの居住を放棄したわけではなく、河
川沿いのロングハウス居住（焼畑陸稲栽
培）、農道沿いの出作り小屋居住（アブラ
ヤシ栽培）、都市居住（賃金労働）を組み
合わせ、多重拠点を常に動きながら、行
動域・居住域を拡大する方向にある。こ
れを流域社会の崩壊過程とみなすべきか、
流域社会の新たな展開・再編とみなすべ
きかは、さらなる調査を要する。 

(5) 流域社会の歴史的プロセスを明らかにす



ることは重要ではあるが、それとは別に
流域間の社会的ネットワーク形成にも関
心を向ける必要がある。これまで重視さ
れてこなかったが、河川最上流域におい
ては、別水系とつながる尾根越え徒歩ル
ートがいくつも存在している。異なる推
計を結びつけるこれらのコネクティン
グ・ポイントの存在は、内陸先住民の広
範囲の移動を可能にしてきた。歴史資料
の中にも、これらの尾根越えのコネクテ
ィング・ポイントが記録されており、ま
た、現地での聞き取り調査によっても、
広域的な社会的ネットワーク形成に重要
な意味を持つことが裏付けられた。 

(6) 流域内の舟運移動、流域間の尾根越え移
動について、地形的・地質的条件につい
ても考察を加えた。サガン・泥岩を中心
に構成されており、河川の浸食作用が弱
く、河川計上が長期的に安定している。
また、造山帯に位置しつつも、豊富な降
水量と高い気温による微生物の活発な運
動が、土壌の侵食・風化を促し、緩やか
な山地地形となだらかな河床勾配を形成
している。これらの地形的背景が舟運と
陸路移動の両方を容易にしてきた。 

(7) 流域という限定された空間内においては、
異民族間をつなぐ地域社会が形成されて
きた一方で、流域を越える広域の社会的
ネットワークは、民族・親族の紐帯に強
く依存りており、ボルネオ内陸における
社会関係は、その血縁的な遠近と空間的
な伸縮が反比例する傾向にある。 
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